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論 文 題 目
　Pharmacological evidence for a correlation between hippocampal CA1 cell damage and hyperlocomotion follow-


















び1 4日後に病理組織学的検討を行い、運動機能は、脳虚血  1、4、7 日及び1 4日後にA N I M E X












後より14日後まで著明に減少し、自発運動量は、sham群に比べて 1 日後から 4 日後まで有意に増加した。
各種薬物の脳虚血前投与では、DND（4日後）及びhypermotility（ 1日後）に対して用量に依存した抑制作用
151
を示した。その作用強度は、nizofenone > clonidine > tacrolimus > dizocilpine > YM90K > phencyclidine >





























て正常錐体細胞数を計測している。各薬物は 2～ 3 用量を投与し、用量作用曲線を作成し、ED50値を算
出した。
　海馬CA1領域における正常錐体細胞数は、正常群に比べ脳虚血 3 日後より14日後まで著明に減少し、
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